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1 はじめに
近年、スマートデバイスを用いたモバイルストリーミ

ングが注目されている。しかし、同一空間内でスマート
デバイスが増加するほど、各スマートデバイスがモバイ
ルストリーミングのために使用できるネットワーク帯域
が減少し、低画質な配信映像や、遅延の発生に繋がる。
本研究では、各スマートデバイス間でのリソース共有が
可能である P2Pネットワークに対して、同一配信映像
を視聴しているピア毎にグルーピングする映像品質向
上手法を提案する。

2 既存研究
動画のデータサイズは大きく、配信には多くのネット

ワーク帯域が必要となる。そのため、視聴者の回線速度
や視聴端末の性能にあわせてビットレートを調整する手
法が使用されている。また、サーバが 1本分の帯域で 1

回のみ送信することで 1対多の通信を可能とするマル
チキャスト通信も使用されている [1]。しかし、マルチ
キャスト通信では同じ映像を視聴するスマートデバイ
スの中から設定された最も低いビットレートで通信を
行うため、ユーザ数が多くなれば低品質な映像配信に繋
がる。

3 リソース共有による映像品質向上手法
本研究では、同一空間内で P2Pネットワークを構築

することで、映像品質の向上を目的とした手法の提案
をする。P2Pネットワークに対して参加離脱するノー
ドは、ユーザが保持するスマートデバイスと定義し、同
一空間内で同じ配信映像を視聴しているノード毎にグ
ルーピングする。また、グループ内のノードからスー
パーノードを選定し、スーパーノードが各ノードに対し
て映像の配信を行う。
各ノードが行う通信手順は以下のとおりである。ま

ず、サーバは配信映像を分割し、グループ内の各スマー
トデバイスに送信する。その後、各スマートデバイスは
受信した分割データをスーパーノードに送信する。ま
た、スーパーノードは受信した分割データを復元し、ス
マートデバイスに映像の配信を行う。図１は、分割デー
タと映像の送受信を表したものである。
低性能なスマートデバイスが同一空間内に集まり、無

線マルチキャスト通信で動画配信すると、ネットワーク
帯域を有効に活用できない。しかし、提案手法は同一グ
ループ内でリソースの共有ができ、ネットワーク帯域を
有効に活用できるため、高品質なモバイルストリーミン
グの複数配信が可能になると考えられる。
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図 1 提案手法

4 提案手法の検証
本研究では、同一グループ内でリソースの共有が可能

であるシミュレーションシステムを、モバイルエージェ
ント技術を使用したユビキタスプラットフォームである
PIAXを用いて作成した。ソースノードとスーパーノー
ドを 1つずつ、中継ノードを 3つ配置し、同一グルー
プであると仮定し通信を行った。送信するデータは、あ
らかじめ作成したテキストファイルのデータを抽出した
ものである。ソースノードから各ノードへ送信する分割
データのサイズは 1Mバイトとし、スーパーノードが各
ノードへ送信する復元データは 4Mバイトにすること
で、各ノード間の通信時間とスループットを測定した。
シミュレーション結果より、各中継ノードは、ソース

ノードから分割データの受信に成功していることが確
認できた。また、スーパーノードも、各中継ノードから
分割データの受信に成功し、各中継ノードへの映像配信
も成功している。これにより、提案システムを実環境で
再現することで、視聴映像の品質は向上するものと考え
られる。今後は、無線環境での実証が必要となる。

5 まとめ
同一空間内でのモバイルストリーミングの映像品質

を向上させることを目的に、同一グループ内のピアがリ
ソースを共有するシステムを提案した。シミュレーショ
ンの結果、各ノードが正常に動作していることが確認
できたため、本システムの実装も可能であると考える。
今後は、無線を使用した実環境での実証が必要となる。
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